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　"is paper considers what a modern girl's lifestyle was 
like, by looking at her “Diary” which appeared in a 
Shanghai magazine in the 1930s.
　Shanghai in the 1930s created a modern urban space 
by adding Western ideas and thoughts to the Chinese tra-
dition through the concessions.
　It was modern girls such as movie actresses and profes-
sional women who made Chinese people realize what 
outside world looked like and how people there lead their 
lives.
　In the diary, it would be possible to read how one girl 
lived as an actress in Shanghai of its 1930s, what kind of 
social relations she had with people around her, what 
kind of perceptions she had about her own marriage and 
fortunes brought to her through her career, and what 
kind of attitudes she developed towards social and politi-
cal situations in China at that time.
　Being a professional actress, she grieves also the gap be-
tween Chinese and Hollywood actresses. This paper fo-
cuses on the voice of an actress in Shanghai in the 1930s. 
What the modern girl saw as “femininity”, and the ex-
pression of “femininity”, and considers what role cheon-
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































b o y  f r i e n dと交際するのを阻止していた｣（雪映
1934:90）。
　｢ミス白麗蘭の口に金歯が多い。この容姿で撮影に来る
のか、おかしなモダンは鬼のようで怖い。白麗蘭と李絹は同
性愛だったが、最近、李に男の恋人ができた。そのことは周
りの人が知っている秘密で、知らないのは白だけだ。しか
し、白と李が一緒に寝ていたことを李の男恋人に見られ、白
と李は喧嘩分かれした｣（雪映1934:100―112）。
【事例2】男装麗人としての有名女優の描写。
　｢黎灼灼（有名女優）の男装麗人姿がかっこいい。黎は
男装が好きで、短髪で男みたい。Kay Francess（ケイ・フラン
シス、アメリカの女優1905―1968）のようだ。彼女は広東
人だけど、国語も英語も上手だし、才能のある女性だ｣（雪
映1934:96）。
【事例3】女学生時代の同級生の同性愛と雪映の結婚観
　｢杭州の撮影から上海に戻った汽車の中で、女学生時
代の同級生である蛍と2年ぶりに偶然に会った。蛍は新婚
旅行中だった。私はもうひとりの同級生である文淑の近況
を蛍に聞いた。地元で教師をしていたが、男の教師と噂に
なり攻撃されたから、2人は今東南アジアに逃げた、と蛍は
言った。実は、蛍と文淑はかつて、親しくて夫婦のようで、同
性愛のカップルだった。その後、蛍が文淑に飽きってしまっ
て、異性愛に変わった時、喧嘩別れした。蛍は私の女優の
名声を羨ましく思っている。逆に、私は蛍の結婚生活を羨ん
でいる。『婚姻は女の人にとって、もっとも良い職業なのだ』
ということは間違いない。そのことは、蛍が証明してくれた｣
（雪映1934:181―182）。
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主題7 ： 社会情勢や国家運命に関心を持つこと
　雪映は女学生だった時、政治に関心があった。日本に侵
された日を国にとって恥の日といった記念会に参加してい
た。しかし、大人になってから、周りの人たちは政治に関心
が薄いことに溜息をついた。モダンガールを楽しむ一方で、
国家運命にも関心を寄せていたことが分かる。
【事例1】国の恥とされた日に、映画会社から何の動きがな
いことにがっかりした。
　｢5月9日は国恥記念日だ。しかし、会社の人々は何の反
応もなかった。昔、女学校にいたころ、この日が来ると熱烈
な記念会や演説があって緊張な空気が張り詰めた。だが、
映画界に入ってから、このような記念日もなくなった。溜息が
つくほどがっかりする｣（雪映1934:43―44）。
【事例2】革命根拠地である広州の軍人に対する期待感か
ら、上海の「ひも生活の男子」（「小白臉」）とされる男たちを
恥に思う。
　｢女優たちが田舎娘の役を演じているのに、着ている服
が豪華すぎて合わないのだ。彼女たちは襤褸の服を着たく
ないから、監督に怒られた。ちょうどその時、近くにある軍人
を養成する学校から訓練の声が聞こえてきた。グランドで
士官たちが訓練している様子を見て、将来、このような好
青年たちが日本軍支配下にある東北を取り戻してくれるこ
とを願った。上海の『小白臉』は、毎日女の人と遊び、女を楽
しませることを『職業』としているから、広州の軍人たちと比
べると恥ずかしすぎる｣（雪映1934:109―110）。
【事例3】革命発祥地の広州で撮影した時、言葉が分から
ないから中国の領土だが外国にいるようだ。
　｢広州の街自体は乱雑で気取ってないし、秩序もない
が、軍人たちの威風が維持されている。おそらく革命発祥
の地なのかなあ。広州は厳しいようだが、街中モダンな人を
あっちこっちで見られる。だけど、広東語が分からないの
で、中国の領地だけど、外国にいる華僑のような感じだ｣
（雪映1934:106）。
　ここまで、上海女優である雪映が、自分自身の4カ月半の
生活軌跡を日記に記載していることを整理し、1930年代の
映画女優におけるスクリー ンの中と外の生活を提示してき
た。これまで示してきたことから、モダンガールの一員である
女優のライフスタイルの一部分を明らかにした。
　雪映は、直接に旗袍に関する記述はそうは多くないが、
映画の役作りや日常生活の服、また男たちとのデ トーや大
事なパーティー での装い、親戚の田舎少女をモダンガール
へ変身した服とした記述から、1930年代の旗袍は、モダン
ガールにとって当たり前の服であったことは読み取れる。
　雪映の日記から見られる彼女の女優としての、そしてスク
リー ンを外れた日常生活でも、旗袍がさまざまに登場し、そ
れぞれの役割を果たしている。
　本論文をまとめていくに当たり、女優たちが着ている旗
袍のどこが美しいのか、どこが男たちを魅了していたのか、
女優たちが旗袍のどの部分に惹かれているのかを考察し
ていく。
4． 上海女優の「隠」と「露」、旗袍に隠された
「情趣」
　上海の消費世界はアメリカ流の資本主義文化を背景に
しているが、完全な真似ではない。映画はその一例である。
　映画館はこれまでにない新しい公共空間である。この公
共空間を作るために、ハリウッド映画産業はいろいろ工夫を
し、女性観客の消費嗜好に的を絞ってきた。映画のストー
リー より、女性が憧れる女優の写真を雑誌に掲載し、うわさ
話やモダンなファッションなどを取り上げていた。そのため
に、服飾とモダンの内容が「現代女性」という新しい世界の
ほとんどを占めた。中国女優はこの新しい世界の化身である
（李2001：110）。
　1927年、中国映画の社会的環境に関する調査報告が
ある。全国で106軒映画館があり、68,000席がある。18の
貿易港の大都市に分布されている。さらに、106軒中26軒
は上海にある。1930年の映画チケットの値段は2角から3元
（0.07ドル～1ドル）だったという（李2001：98）。
　1920年代後半から一部の演劇場を改造し映画館にし
た。当時の上海では、有名な映画館がたくさんあった。たと
えば、Carlton（卡而登）、Empire（恩派亜）、Embassy（夏
令配克、オリンピックの前身）、Palace（中央）、Victoria、（㓈
多利Ѯ）、Paris（巴黎）、Isis（上海）、Majestic（美琪）など
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（李2001：99）。これらの映画館は、ハリウッド映画の初演上
映権をもっている。その後、大光明映画館がオープンし、
2000席を設け、空調も設置した。ハリウッド映画と国産映
画が同時に上映され、映画館は都市文化に新たな生活習
慣を生み出した。
　ハリウッドで最初の有声映画が上映された翌年の1927
年に、上海でも有声映画を上映するようになった。1931年
中国も最初の有声映画を製作した（上海研究中心編
1991：360）。30年代末になると、上海には36軒映画館が
あった。
　こうして、中国の映画界には、ハリウッド映画の影響は大
きかったことが分かる。しかし、中国映画雑誌に掲載された
写真にある「流行女性の気質」には、ハリウッドスターのよう
な大胆なセクシーさはなかった。たとえば、民国期雑誌にあ
る写真を見ると、アメリカ女優を紹介する写真には、肉体美
や、濃い化粧の顔、身体の露出度が大きいものが多い。こ
れに対し、中国の著名女優である胡蝶（こちょう）（写真1）
や阮玲玉（ロアン・リンユィ）（写真2）などの写真は、露出し
ているのは両腕だけであった。身体の他の部分は旗袍に
包まれている。この根本的な違いは、女性美学の違いの表
れでもあると思う。
　こうした雑誌表紙にある女優写真は、一方では父系社
会の男性に観賞される対象であったと同時に、中国女性の
新たなイメージ形成にも効果的であったと言える。新女性
たちは、大衆の前で自分を見せることを恥しく思わなくなっ
たのだ。日記の著者である雪映もその女性の一人である。
旗袍に関する描写には、自分がどのように身体を見せれば
男たちの心を掴むことができるのかという作為や、旗袍の美
しいところを生かして田舎少女をセクシーなモダン少女に
改造したとかの記述も見て取れる。
　それでは、旗袍のどこが「美」なのか。民国期の旗袍は、
西洋のヒューマニズム（人本主義）思想の影響を受け、西
洋の立体的裁断法の導入などによって、旗袍の形も徐々に
ボディラインを強調するようになった。具体的には臀部、胸
部、腰部のラインを誇張し、女性のS型の曲線造型を表現
するようになった。いまだに旗袍が着続けられている理由の
一つはこの旗袍の構造にあるのだ。つまり、旗袍は人体の
あらゆる側面、すなわち左右前後、上半身、下半身、腕や足
まで、多視角的で全方位的に人体の凹凸を見ることができ
る。これが最大の魅力だと言われている（彭2010：46）。雪
（写真1）民国期上海の女優―胡蝶
出典：沈寂『老上海電影明星』上海画報出版社、2000、25ペ ジー
（写真2）民国期上海の著名女優―阮玲玉
出典：林剣　『上海時尚―百六十年海派生活』上海文化出版社、
2005、8ペ ジー
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映が親戚の少女素莉に新しい旗袍を着せて、撮影所に連
れていったとき、監督が「四方八方」から素莉を観察した描
写を思い出してほしい。
　ハリウッドの女優と違って、中国の女優は、露骨に身体を
露出するのではなく、旗袍という服自体の構造から滲み出
た魅力を利用していた。旗袍審美の原則は、女性の身体ラ
インをきれいに表現できるかどうかということである。ここで
いう「きれい」というのは、単に肉体美だけではなく、中国古
典的な「隠す」と「露出」のバランスがよく、見ていて居心地
がいいという感覚に陥るということである。とくに、旗袍の両
側にあるスリットは、男女を問わず人の目を惹くのだ。
　満洲人女性の旗袍に由来する民国期の旗袍にあるス
リットは、20世紀20年代から始まった。スリットの効果は二つ
ある。一つは歩きやすくするために。もう一つは歩いていると
きに現れる足が、見えないようでもあり見えそうでもあるとい
う、朦朧とした美が生まれるのだ。旗袍のスリットの深さは、
1930年代に、裾丈がもっとも長く、スリットは太ももが見える
ぐらい深かった。いわゆる「掃除旗袍」と言われる旗袍のこ
とだ。その後、スリットの深さは旗袍の裾丈のバランスと合わ
せて、高くなったり低くなったりして、流行の波を繰り返した。
　そのスリットの何が「美」とされるのか。中国古典美学の
中に、「隠」と「秀」、また「遮盖」（隠す）と「袒露」（露出）と
いう美学的な思想がある。両者は、いずれも、人工的なもの
ではなく、自然なものを良いとする。「隠」とは、含蓄があって
表層からは見えない深い意味が隠されているということで
あり、女性の手足を含む人体美のことを表している。一方
「秀」とは、女性の豊満でみずみずしい身体美、白くて雪の
よう皮膚、玉のような肌色のことをいう（陳1998：420）。
　旗袍の中の「袒露」（露出）は、西洋のような暴露とは違う
ものである。楽しいけれど優雅さを保ったまま、また性的な
魅力を楽しむが嫌らしくならない（樂而不雅、樂而不淫）、と
いったバランスの取れた「美」のことをいうのだ（彭2010：
48）。つまり、「中庸」的な考え方である。性的な魅力を見せ
ながら保守的な物も匂わせる。また、保守的なデザインを持
ちながらセクシーな細部を見せる。この「隠」と「秀」のバラ
ンスに隠された旗袍の「情趣」は、西洋服にない魅力であ
り、民国旗袍にあるもっとも斬新な創造である。
　『魔都上海』の作者である劉建輝の表現を借りると、「襟
を高くし、かつ絶対胸元を露わにしないのは、中国女性の
伝統的な尊厳を表すもので、逆にスリットを高くして、太もも
まで露出するのは西洋的『時髦』（Smart）を追求し、女性の
『解放』をアピールするものだといわれている。つまり、旗袍
のこの上下半身の不均衡な『演出』は、そのまま『華洋』二
つの上海の表れであり、またこの土地の一流の『融合』で
あったといえよう」（劉2000：215）ということになる。
　最後に、雪映が撮影のためにしばらく上海を離れてい
て、再び上海の地に戻った時の心境を記して、本論を終え
ることにする。
　｢広東から上海の懐に帰ってきて、とても安心した。一部
の人は上海をきらいと自我孤高を標榜しているけど、私は
上海を愛している。上海の物質文明の生活、上海の安らぎ
のある家、上海にある高貴な劇場、ダンスホール、レストラ
ン、街の車……、この国際都市を構成するすべてのものを
愛している｣（雪映1934:143）。
　なお、本論は科研究費基盤研究（Ｃ）の助成を受けて調
査したものである（17K03292）。
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